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<はじめに>

1998年、英国のイングランドとウェールズを中心としてナショナルカリキュラム(以降

NCと表記する)が導入されて以来10年が経過した。 Free Style、Open Educationと

いったように自由や個性を尊重する教育スタイルを特色とし、フレーベル、アイザックス

などの教育理論に基づいて「遊び」を尊重してきた英国の幼児教育はべ本来義務教育を

対象としたNCの適用外にあるものの、NC導入の背景にある政治経済的諸施策の影響を受

けて、いねば自由や個性を尊重し、効率化や競争主義を脱する方向に向かおうとする日本

とは逆ともいえる流れの中で、色々な側面での変化を余儀なくさせられているといえよう。

就学前教育全般について、どのような変化が起き、またどのような問題が生じているのか

についてはすでに明らかにされている。 したがって本研究では、こうした状況をふまえ

ながら、スポーツ発祥の地である英国における幼児期の運動指導に的を絞り、NCにおけ

る教科としての体育のKey Stage 1段階でのねらいや内容も含めながら、その目的や内

容、指導方法等について若干の考察を加えたい。今回は関係文献と1989年と1995年の2

回にわたるロンドン市内のインファントスクール(Infant Scho01)およびレセプション

クラス(Reception Class八デーナーサリー(Day Nursery)等の観察を参考にしながら

その概略をデッサンし、研究の第一歩としたい。

1 英国における就学前教育の概要

C.Ballの報告書にもあるように、英国では5歳以下の子どものための教育やヶアの公的

な供給量はE.U加盟国の中でも最低に近く、とりわけO~2歳の子どもへの公的な供給は

ない状態であり、国家的な恥辱とも評されている几供給の種類は表1にあるように実に

多様であり、それぞれの施設ごとに、運営母体、保護者の関与の度合、保育料、提供する

内容、参加人数などもかなり違いがみられる。

一般に、Nursery School やNursery Class などの教育を主体とした施設は、十分に環

境も整えられ、高度な訓練を受けた教師やNursery Nurse による質の高い指導が行われて

いるが、同じ公的な施設でもDay Nursery のようなSocial Service に属する諸施設は、設

備も提供する内容もあまり豊かとはいえない。1980年に法的に文部省が幼児教育を供給

する義務を除いたことにより、公的なものは一層衰退し、代わって私的なNurseryやChild

Minder (家庭での子守り)が急増している。(表2参照)このような実態をC. Ballは、英

国の5歳以下の子どもの多くが人生の正しい出発を奪われているとして、質の高い提供を

社会の優先事項にすべきであるとしている。
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表1 英国における就学前教育の供給のタイプとその内容(1991年)

Type of Provision % of children Hours Ages Approximate cost to

parents

Day care % of 0-4

Childminders 7% All day O-4 £1.50 per hour

£50 per week

Local Authority day l % Some allday. 0-4 Means tested

nurseries/family some sessional (but few

centres under 2)

Private day nurseries, 2.5% All day O･4 Between £45-£150

partnership and per week depending on

workplace nurseries age of child and

availabilityof subsidy

Education and Play % of 3-4

LEA nursery schools 26% Termtime: 3-4 Free

and classes usually Vh hours

a day

Infant classes 21% Termtime: mainly 4 Free

9am- 3.30pm

Playgroups 60% Usually 2旨 Vh ■4 £1.70 per 2S hour

(1.8 children hours for 2/3 session

per place) days a week.
some allday

Private nursery and 3.5% Usually 9am - Vh - 4 Various fees

other schools 3.30pm

Services on which there are no national statistics

Combined nursery about 50 centres All day O･4 Education free, day care

centres means tested

Family centres (May about 500 Usually allday Vary Vary

include some LA day members of Family

nurseries) Centre Network

(Dec.93)

Out of school/holiday 700 clubs (Dec.93) before and after Vary Vary
clubs school, holidays

2つのタイプの供給に参加している子どもがいるので100%にならない。

{C.Bali, startright The Importance of Early Learning より引用)
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表2 英国における乳幼児のためのケアと教育の施設(1980
s 1991年)

Number of bloces in eorly childhood care and education t>rovision, 1980, 1991, England.

Source: Sylr・K・nJS・ss p.. November / 992 (32)

Types of provision 1980 1991 %(:hange ＼98O-＼99I

これまでその内容について高く評価されてきた英国の就学前教育は、その供給に関して

は種々の問題を含んでいるといえよう。しかし、一方では周知の通り、「5歳からの就学

が義務化されており、1981年から1991年までに小学校のReception Class (実際には4

歳から入学する子どももいる)やNursery Educationに関するものが30%程増加している」

(表2八「スコットランドでは、5歳以下の子どもに対して明確な義務をもつようになり、

パートタイムではあるが保育園に通う子どもの数が増加している」「マンチェスター、ニユ

ーハムなどでは50%の子どもが Nursery Educationを受けているが、ワイト島では

5%に満たないなど、地域差が大きい5」などの実態があり、一ロに就学前教育といって

も、制度的な面も含め日本とはかなり様相を異にしていることがわかる。

2 体育および運動指導のカリキュラムでの位置づけとその内容

(1)NCのカリキュラムにおいて

NCでは、English ( Welsh） Mathematics、ScienceのCore Subjects (主要教

科)に対して、Technology、History、Geography、Art、Musicなどと同じように体育

(Physical Education )は、The other Subjects (他の基本科目)として位置づけられ

ている。基本科目のうちArt 、Music、Physical Education の3教科は、主要3教科が

明確に達成目標( Attainment Targets )7･を設定され、7歳と11歳、14歳でテスト

も実施されるのに対して、達成標準、いわば努力目標が示されているのみである。

Key Stage 1 (5~7歳)のカリキュラムの体育の目標と中味を示すと表3の通りである。

ここでKey Stageというのは、NCにおいて、生徒が獲得することを期待されている知識

や技能の水準のことで、4段階に分けられている。

NCに示されているKey Stageト4までの体育の一般的なねらいは、次の3つである。

尚、健康教育{ Health education )と情報技術( Information technology )は、教科全体の

中で教えられることになっている。したがって体育においても身体活動を通してのPositive

Healthを獲得するためのねらいが挙げられている。
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1)体育のねらい

・身体活動や健康的なライフスタイルを促進するために、

a 身体的に活動的になること

b できるだけいい姿勢や適切な身体の使い方をする

c 全身持久力、柔軟性、筋力、筋の持久力を増進する活動を行う

d 活発な身体活動に関連した個々の健康法への欲求を高める

・積極的な態度を伸ばすために

a フェアプレーや公正な競争、あるいはまた個人の参加者あるいはチームのメンバーと

してまた観客としてのいいスポーツの振る舞い方などをしている大会を観察する。

b やったことの成功や限界に対処する仕方

c 技を高めるために一生懸命努力すること

d 他人や環境に心を配る

・確実に安全に行うために

a 教示にすばやく反応する

b 練習中あるいは競技の間、適切なルールや作法、エチケット、異なる活動や種目のだ

めの安全な手続きを知ってそれに従う

c 不適切な服装や履物、宝石類を身につける安全上の危険性と、なぜ種々の活動のた
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d

e

めにそれぞれ特別な服や履物や防具を身にっけるのか

用具を安全に待ち上げたり、運んだり、置いたり、使う方法

準備運動や運動後の回復の仕方などを教える。

2 ) Key Stage l の学習計画

Key Stage 1のどの学年においても、室内や戸外の適切な環境を利用して3領域の活動

つまり、Games、Gimnastic Activities、Danceが教えられ、さらにKey Stage 2 で設定

されている水泳を選んでもよいとされている。また各段階を通じて、自分の身体や運動に起

きている変化や運動が短期間に身体に及ぼす効果を認識することが教えられるべきである。

活動の領域等については以下の通りである。

・活動の領域( Areas of activity)

しGames (ゲー本)]

a 1人で、そして準備が整えば2人で、あるいは小さなグループでどのように遊ぶかを含

みながら簡単な競争ゲームを教える。

b ボールや他の類似したゲームの用具を使って、渡したり(投げたり、打ったり、転が

したり、ついたりを含む)、受けたり、動き回る色々な方法を発展させたり練習する。

c 走ったり、追いかけたり、身をかわしたり、避けたりすることを含むゲームの諸要素や

空間や他の遊び手を意識することを教える。

Gymnas叫ご収t沁印面ﾚ(体操的な活動卜

a 手や足を使って動いたり、床の上や用具を使って回ったり、転がったり、ジャンプした

り、バランスをとったり、揺すったり、登ったりなどの基本的な動きをいろいろ違った

方法でやってみることを教える。

b 床の上や用具を使って一連の動きを繋いだり、どのように繰り返すかを教える。

Dance (ダンス)

a 調整したり、協調させたり、バランスをとったり、姿勢を保ったりすることを発達さ

せたり、動き回ったり、跳んだり、回ったり、身振りや静止といった基本的な動きを

向上させる。

b 既成のダンスの型からのものを含む動きやパターンをやってみる。

c リトミック的な反応や、速度、形、方向、高さのコントラストを使いながら、ダンス

によって気分や感情を探ったり、音楽への反応を発達させること

3) Key Stage 1 の達成目標

生徒は簡単な技能を安全に計画し実行し、そして動きを互いに関連させる際の調整力を

示す。一人あるいは相手と動きながら、技能を磨くことでパフォーマンスを改良する。生
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徒は互いに自分や仲間がしたことについて話し合いをしたり、簡単な評価もすることがで

きる。そして運動している間に自分の身体に起こった変化を認知し述べる。

以上のように、小学校以上が対象となるNCにおいては、Key Stage 1の段階でもやはり

教科に即した知識や技能の獲得というねらいが明確にされている。日本の学習指導要領と

の比較は、別の稿で行うのでここでは控えたいが、内容的にMovement Education 8 の色

彩が濃いように思われる。

< Infant SChoolでの指導の実際>

1989年7月7日、OMEPのメンバー3人と共に私立のSusan Lawrence Infant's

Schoolを訪問した。ここはPrimary Schoolの中にあるInfant Schoolで、校長先生は女

性。生徒は1クラス25人で6クラスある。ちょうど、Reception Classの生徒全部が体

育館に集まり、一斉にムーブメント(Movement)を行うのを見学することができた。体

育館は子ども達の作品や飾りつけが一杯で(写真1)、とても温かい感じであった。指導

は校長先生で、全体で2重円をつくり、先生の誘導で、うさぎになったり、鳥になったり

など動物を真似て動くといったことをかなり長時間続ける。好きな子はとても楽しそうに

動いているが、次第に退屈になる子が増えてきてふざけ始める。他の授業は、Nurseryの

ように子どもたちが自由に取り組む遊びが主体となったもので、あまり一斉的に動くこと

には慣れていないということと、先生の誘導の方法が動く楽しさを実感させるというより

は、一方的にやらせるという面が強く出ていて子どもの気持ちをつかむことができなかっ

たことが原因のように思われる。40分程の取り組みの中で、ふざけの激しい子2人が部

屋から出されてしまった。女の子の方は泣いてしまったが、先生は頑として許さず、ルー

ル違反に対しての厳しい姿勢が感じられた。

この校長先生は、ムーブメントの時には緊張していたせいもあってか厳しい感じであっ

たが、他の時間の時には、部屋に少しもジッとしないで実に身軽にあちこち動いて、一人

ひとりの子どもに声をかけ、援助を求める子を見つけてすぐにアドバイスをしていた。

運動場はアスファルトで狭く、

隣のJunior Schoolでは生徒達

がバスケットボールをしていた

り、附設のNurseryには土の庭

がありシーソーなどの遊具も置

かれていたが、ここにはそうし

た設備や固定遊具なども全くな

く殺風景な感じであった。 しか

し、立派な室内プールがあって、

少し体の弱い子が3人、他の子

ども達とは別行動で先生と一緒

に泳いでいた。
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1995年、10月ロンドン大学Instituteの外国人留学生3人と一緒に訪問し、Reception

Classの授業を見学した。 1クラス15人を先生と助手の先生2人で指導。あいにくと体

育の授業はなく、この日は保護者が一人加わって3人での文字指導が行われていた。子ど

も達は、4~5大のグループ学 卜言「ﾌﾟ

習をする。

窓j=こと、下町にあるこの学校では、移

民の子が多いため、低学年の開票

にこうした文字や言葉の指導を

しっかりと行うとのことである。

この学校の体育館はジュニア

と共用するため飾りつけなど一

切されておらず、狭く古びてい

て、ちょうどジュニアスクール

の生徒がマットでの倒立運動に

取り組んでいた。授業の印象は、

少人数ということもあって、終始なごやかで、生徒はとても意欲的であった。生徒は全般

に明るくフレンドリーで、運動場でのゴム跳びに入れてもらって、筆者の得意技を披露し

たところ、もっと遊ぼうといってなかなか離してくれなかった。運動場はアスファルトだ

が、写真のように色々な面白い形が描かれていて、先に述べた Infant Scho01とは違っ

て運動への意欲を高める工夫が随所にみられた。(写真2)

( 2 ) Nursery Schoolこおいて

p. Wettonはその著書の中で、活発な遊びの経験の重要性を力説し、自由な遊びだけ

でなく、自主性を尊重しながらも、設定的な遊び( Structure Play )を計画して、でき

るだけ色々な経験ができるように配慮することが必要であるとしている。また、Infant

Schoolでは教師のガイドの側面が強いのに対して、Nurseryでは、まず子ども達が他の

子ども達と関わり合えるようにすることや、自分で遊びを選ぶことができるようにすると

いう援助的側面が強いというように教師の指導方法に両者の違いをみている。

M. Dowlingは計画されたムーブメントや活動、空間や一定の遊具への関わりを通しての

動きの提供は、あくまでも一入ひとりの子どもについて、過去の経験を注意深く観察しな

がら少しづつ発展させていくという形でなされなければならないとしている。また例えば

微細運動は、運動的な遊びを通してだけでなく、服を着たり、食事を摂るなどの社会的技

能によっても発達するというように、発達を全体的な遊びや活動の中でとらえている1几

こうした視点は Wettonにはないものであり、保育現場によく反映されているといえよ

う。
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< Nurseryでの指導の実際>

1995年10月19日に訪れたCoram Community Nurseryは主として教会の募金で

運営されている私立のNurseryである。子どもの数に比して園庭は広く、緑の木々に囲ま

れたしっとりとした佇まいである。子ども達は外で、工夫された遊具を使ってのびのびと

ゆったりと遊んでいる。(写真3)ある子どもは落ち葉をパーツと振り撒いて、その感触

を楽しんでいる。先生達は、毎週木曜日の朝に、子どもの発達をふまえながら、どのよう

な遊具を準備しどのように配置

したらよいかを検討する。一人

ひとりの子どもの育ちの過程は、

入園当初から克明に記録されフ

ァイルされている。この記録紙

には子どもの発達が色々な側面

からとらえられており、身体面

の発達に関しては次のような2

つの視点から記録される。

・Gross motor skills

(大筋を使った運動)

どのような技能が見られるでし 写真3

ようか。例えば、運んだり、走ったり、スキップしたり、階段を降りたり、よじ登ったり、

バランスをとったり、投げたり、受けたり、ペダルを踏んだり、蹴ったりなどを記述する。

・Fine motor skill (微細運動)

左利きか、右利きかあるいはまだ決まっていないのでしょうか。子ども達が、例えば道具

を使ったり、切ったり、糊をつけたり、引き抜いたり、色を塗ったり、書いたり、組み立

てたりといった一連の活動の中で使っている精密な操作技能を記述する八以上原文の通り)

昼食の時間まで、全く子どもの遊びを中心に保育が展開され、園長先生もよく子どもを

見ながら、担任の先生を援助する姿がしばしばみられた。この園にも多民族の子どもが通

ってきており、部屋にはそれぞれの国の民族衣装や食べ物などの写真や絵が貼られていて、

子ども達同士も違和感なく接している。英国の懐の深さというものを感じさせられた。

1995年11月8日、CoUingham Nurseryを訪問。子どもは全部で20人で先生は4人。

保育室は1つだが、園庭はやはり広くて自然豊かである。保育料は一ヵ月40ポンドで安

い方である。ここでは、子ども達が先生と一緒に「狼さん、今何時」を楽しんでいた。あ

るグループはボーリングのようにボールを当てて倒す遊びに熱中し、先生はなかなかピン

に当てられない子どもができるまで辛抱強く励ましていた。その他、外での移動式の簡易

なすべり台やシーソーなどの遊具を使った遊びにも交代で取組む姿がみられた。(写真4)

中にいたずらな子どもがいて、いたるところでトラブルを起こしていたが、Nurseryで

年齢が低いからといってもマナーに反する行動に対しては、先生はなかなか厳しい態度で
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接しており、ここでも日本との

違いを感じさせられた。

1995年10月25日に見学した

ロンドン郊外の私立のFlola

Space Nurseryは、企業が経

営している5つのNurseryのう

ちの1つで、見学は許可された

ものの、子どもの知的な発達を

促進する独自のプログラムに即

して保育が行われ実績をあげて

いて、施設設備、保育内容、教

材等すべて企業秘密ということ 写真4

で、園内でのビデオや写真撮影は厳しく禁じられた。因みにこの園の保育料は

2歳以下 月890ポンド(約14万円) 1クラス8名

2~3歳 735ポンド八約12万円) 1クラス12名

3~5歳 695ポンド(.約11万円) 1クラス20名

である。

40人の子どもに対して先生8人と、日本では考えられない程恵まれた人的環境である

が、園庭も遊戯室もなく、運動は近くの公園に散歩に行く程度のものである。

以上、実際に観察した園の様子の概略を示した。やはり施設によって大きな違いがあり、

日本の幼児教育と比較するのは、そういう意味ではなかなか難しい側面がある。幼児の運

動指導ということでいえば、SchoolとNurseryでは、どちらも遊びや主体性を尊重して

いるというものの、実際にはSchoolでは先生の一斉的な指導が多いとか、遊具環境に乏し

いなどかなりの違いがあるように思われる。 Nurseryの遊びの内容は、日本でよくみられ

るスポーツゲームとか鉄棒やうんていなどの課題挑戦的な遊びが比較的少なく、あまり結

果を気にせずに、遊ぶことそのものを楽しんでいるという感じでゆとりが感じられた。こ

れは英国のNurrseryが概ね小規模で子どもの人数が少なく、それに比して保育者の数が多

く、園庭も広く自然豊かであるという条件の違いによるものと思われるが、長い歴史を通

してスポーツをPlayとして楽しんできた英国人に強く根づいているスポーツ観もその要因の

一つとしてとらえられるのではないだろうか。英国にはまだまだ学ぶことが多いと考える。

3 NCの幼児教育への影響

英国では、教育における効率性追求の視点から、多人数の子どもを一人の教師が指導し

効果を挙げているとして日本の幼児教育や初等教育は一般に高い評価を得ている。丿しか

し、反面、ナショナルテストを見通した早教育へのシフト変換の傾向といった危惧も表明

されている。 L. Millerは、「1995年導入のナースリーバウチャー計画は、保育提供者間の

競争を誘発している」ことや「遊び中心のカリキュラムが4、5歳児に関しては脅かされ
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ている」こと、「プロセスよりも結果が重視される傾向にある」ことなどを指摘して警告

を発し、「子どもが幸せであること」をカリキュラムの目的として挙げているスエーデンの

ある施設への共感を示している1几NCが Nurseryにどのような影響をもたらしている

かという調査ではべ評価と記録というのが最も高率で、次いでカリキュラムとなってい

る。回答者の教師の一人は、「記録に追われて、私はもう子どもを楽しめない(l no

longer enjoy the children )」と記している。しかし一方保育現場では子どもの発達への

理解が深まり、カリキュラムがより構造化されたとして、NCの影響を肯定的に受け止め

る人もいて必ずしもその評価は一様ではない。今の所、運動指導については顕著な変化と

いうものは捉えられていないが、今後どのように変化していくのか注視していきたい。
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